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第１３章 事務組織 

 

Ⅰ 大学・学部・大学院の事務組織 

 

（事務組織と教学組織の関係） 

Ａ群 事務組織と教学組織との間の連携協力関係の確立状況 

 

１．現状 

（１）事務組織と教学組織  

「学校法人京都文教学園事務組織および事務分掌規程」により、学園の事務組織、職制および事務分

掌が定められている。そのうち、大学については、第３章 京都文教大学事務局 第９条で事務組織が、

第 10 条で職制が規定されている。第 11 条以降は、事務局各課の事務分掌が規定されている。 

2004 年４月に大学事務局組織を変更（目的後述）し、大学事務局を５部・８課とした。５部は、総務

部、教務部、学生部、図書館、入試センターで、８課は、総務課、教務第１課、教務第２課、学生課、

キャリアサポート課、図書課、教育情報課、入試課である。この８課で、学部および大学院研究科の事

務を全て担当している。 

５部のうち、教務部、学生部、図書館、入試センターの４部は教員が責任者として置かれ、総務部は

事務職員が責任者として置かれている。 

このうち、教務部長、学生部長については、「京都文教大学教学組織規程」で学長、副学長、学部長、

学科長などの教学組織の長に続き規定されている。教務部長は教学事項を、学生部長は学生に係る事項

を管掌することが規定されており、事務局組織として教務部、学生部を指揮し所管事務を統括している。 

2004 年４月、本学開学後初めて事務局組織の改正が行われたが、その主な狙いと変更点は、次の通り

である。 

 

① 教務部教務課を、教務１課、教務２課に分け、これまで学部と大学院に分けていた教務事務を、学

部・大学院一貫して行うように変更し、教務１課が担当する。新しく設けられた教務２課は、従来、

総務課が担当していた学内研究助成、科学研究費補助金事務等を担当すると共に、教育・研究のデ

ータベース化、学科事務サポート、大学附置施設の人間学研究所事務サポート等を担当し、教育・

研究に対するサービスの充実をはかる。教務部を教務１課および教務２課で構成する。 

② これまで教務部に属していた入試課について、入試業務が、実態として教務部長の管轄下にはない

ことおよび入試業務に関する管理責任体制を明確にするため、教務部から分離し、入試センターと

して部立とする。 

③ これまでは、情報図書課が図書館業務と情報関係業務を担当してきた。今後情報教育や学生への情

報サービスをより一層充実させると共に大学情報システムの調査・開発等を積極的に進めるため、

情報関係業務を情報図書課から分離し、教育情報課とする。図書館は、図書課と教育情報課で構成

する。 

④ 就職部を廃止し、就職進路課をキャリアサポート課に名称変更し、学生部に編入する。学生部は学

生課とキャリアサポート課で構成し、将来の学生サービスセンター構想を視野に入れつつ、学生サ

ービス体制を一元化する。 
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（２）各種委員会と事務組織 

委員会の委員は、大学運営に係る委員会および教学に係る委員会は、教員の他に事務局管理職が参加

している。大学附置施設委員会、学内研究助成関係委員会、学科が所管する委員会は、教員のみで構成

されている。 

各種委員会の事務局は、事務局関係部署の課長が委員会事務局を担当し、事務サイドからの企画・提

案を含めて委員会事務をサポートしている。 

 

（３）学科会と事務組織 

学科毎に教員の会議体として「学科会」が設けられている。学科会は、今年度から、各学科会に事務

職員を会議の書記として陪席させ学科会の議題整理や、議事録の作成を手伝うようにした。 

 

２．課題と今後の方向 

2004 年４月の事務組織改正により、これまでの懸案であった事務組織体制についての不具合点につい

てはほぼ対応することができ、教育・研究支援の体制は一歩前進したと考えられる。当面は、現状で様

子を見ていきたい。 

学科会について、事務組織との関わりでいえば学科会は事務局からの諸連絡又は依頼や学科意見をも

らう場であったりするが、昨年度までは、学科会と事務局との情報ルートがはっきりしておらず、学科

会と事務局との情報共有化がもうひとつという状態であった。これについては、新しく学科会書記とし

て事務職員を陪席させることによって、事務サイドと学科間の意思疎通が円滑に図れるようになった。

各種委員会と事務組織との連携についてもスムースにいっており、基本的には、事務組織と教学組織と

の連携協力はとれているといえる。しかしながら、大学運営に対する考え方について事務組織と教員組

織では、昨今の社会環境に対する理解に濃淡があり、スムースにいっているとは言い難い場面もある。

今後、社会からの諸要請に大学が迅速に変革していくためにも、大学の意思決定システムにおける委員

会や学科会のあり方と事務局の関わり方等を総合的に見直し、京都文教大学としての大学運営システム

を構築していく必要がある。 
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別表１

人事、給与、経理、予算･決算、施設、

文書管理、諸行事、自己点検・評価

大学広報

心理臨床センター

授業管理、登録指導、試験・論文

研究生、科目等履習生、学年暦など

国際交流

教育研究ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ、科研、学内助成

公開講座　特別補助金

学科事務室

人間学研究所

学籍管理、奨学金、学生相談

課外活動など

健康管理センター

学生相談室

進路指導、就職斡旋

キャリアプログラム活動

図書・資料の収書、目録作成、

レファレンス、図書館の運用など

大学情報システム調査・開発

情報教育の運用と管理

学生募集、入試業務、

入試の調査・分析

入試広報

学 生 部

図 書 館

入 試 課

学 長

ｷ ｬ ﾘ ｱ ｻ ﾎ ﾟ ｰ ﾄ 課

教 育 情 報 課

学 生 課

図 書 課

入 試 セ ン タ ー

２００４年度　京都文教大学　事務局組織図

教 務 第 １ 課

事務局長

教 務 部

教 務 第 ２ 課

総 務 課総 務 部

学長補佐




